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高機能ワークステーション｢日立クリエイティブ

ワークステーション2050+の開発
Development ofan Advanced Workstation一

山HitachiCreativeWorkstation2050”

現状よりも軌ニオフィス業務を効率ア･ソプするために,広範囲の人々が直接使い

こなせるような､良好なマンマシンインタフェースをもつ高機能り一クステーショ

ンの出現か強く望まれている｡

このニ【ズを背景に,マルチウインドウと日本語処三時に力を入れた日立クリエイ

ティブワークステーション2050を開発した｡その機能はビルディングブロック状に

構成されており,しかもディスプレイ画面が美しく,傾いやすい統合OAソフトウェ

アを備えた｢7-クステーション製品である｡特にOAの将来の発展に対応できるワー

クステⅣションであるという考え方に立って,全容としての製品イメージ,構成品

の相互のつながりについて説明する｡

口 緒 言

企業でのOA(OfficeAutomation)化の背景を考えるに当た

り,企業活動をPLAN(企画,立案),DO(実施),SEE(分析,

評価)のサイクルとLてとらえ,更に業務内答を定形的か非定

形的かで分類してみると,DOに当たる領域は定形業務が主体

であり,EDP(ElectronicData Processing)部門が管‡里する

基幹情報システムとしてコンピュータ化が先行Lている｡一

方,PLAN,SEEに当たる領域は,非定形業務ないしは小規

模定形業務主体の領域であり,機械化が遅れている｡この領

域の機械化,すなわちOA化が強く望まれているが,人間の優

秀性に取って代わるほどの総合的な機械化は一般的にまだま

だ難しく,人間を支援する機才戒化の程度をより高くすること

が当面のOA化の現実的な課題である｡近年,パーソナルコン

ピュータよりも高槻台臥 高性能のワークステーションが出現

したことによr),

(1) スタンドアロンOA ･ワークステーション単独による

個人･部署別のOA化

(2)ネットワークOA‥‥･‥‥ワークステーション間通信によ

る部署間の情報の共有化

などの形態で企業OA化がよりいっそう進展するものと考えら

れる｡しかL,OA化が拡大するにつれて企業全体でのコミュ

ニケーション･情報の共用,有効活用が望まれ,

(a)基幹情報システム内デ】タの有効i古用

(b)OA業務のホストコンピュータ･ワークステーションに

よる分散処理とデータベ【スの-一一元管理

(c)企業全体でのコミュニケーションとペーパーレス指向

などを核としたホストコンピュータとワークステーション

による統合されたシステムOA化へと発展すると考えられる｡

上記の目的にふさわしいワークステーションとして,日立

クリエイティブワークステーション2050(以下,2050と略す｡)

を開発し,製品化した(図=)｡2050の開発に当たり,単独で

のローカル処理機能はワークステーションのベース機台巨とし

てその充実を図るとともに,システムOA実現に適したワーク

ステーションとするため,例えばマイクロメインフレーム結
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図l 日立クリエイティブ ワークステーション2050の外雀見 デイ

スプレイ装置,キーボード,プリンタ装置及びシステム装置を自由に配置でき,

いわゆるハードウェアのきょう体は男､離形である｡

合の強化などを図った｡OA機器としてこのほかに重要なこと

は,だれでも容易に操作できることであるが,実際の事務処

理環】尭を画面上に模擬Lた電子机という考え方で操作性の向

上を図った｡

8 製品構成

2.1 開発思想と製品イメージ

2050の製品開発思想は,HIOFIS(HitachiOffice Infor-

mationProcessingSystem)の理念に基づいている｡

HIOFISのねらいは,企業情報システムの中核としてOAシ

ステムをとらえ,他の基幹情報システムと有効に結合して,

システムOAを実現することにある｡すなわち,2050は単独で

も優れたOAワークステーションであるが,同時にシステムOA

を実現するときには,ネットワークの終端ノードになるもの

として開発されている｡

2.2 多様な製品モデル

2050は,幅広い目的に利用できるワークステーションであ

*
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表1標準的なモデルと利用形態 本装置の利用される状況を分類す

ると,スタンドアロンOAとLての利用から,ネットワーク中の一装置としての

利用まで展開できる｡

モ デ ル 名 利 用 形 態 と 特 徴

UNlX沓)ワークステーション UNlXの利用環境で動くワークステーション

BASICワークステーション BASICの利用環境で動〈簡易ワークステーション

オ ン ラ イ ン端末装置

従来のT-560/20オンライン端末と同等の使い

方を主とする場合

更に日本語入出力,マルチセション処王空(複数

画面同時進行端末)可

日 本語文書処≡哩装置
日本語ワードプロセッサの延長として,文書

処王里用とLての使い方を主とする場合｡

統合OAワークステーション OA用統合ソフトウェア(EVシリーズ)を利用

する｡

O A, オ ン ラ イ ン オンライン端末であり,OAワークステーショ
ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン ンである｡

システムOA 月∃

ワークステーション

マイクロメインフレーム結合として,ホスト

との連携強化を図ったシステムOA用ワークス

フ‾一ン′ヨ ン

注:BASICは,米国ダートマス大で開発された言語で,パーソナルコンピュー

タで広く利用されているノ=

るが,利用する場合の便宜をも考えて,次に示す標準的な利

鞘形態をモデルとLている(表1)｡

システムOA用ワークステーションをフルモデルとすると,

そのサブセ･ソトが,その他のワークステーションモデルとな

る｡例えば統合OA用ワークステーションモデルは,2050のハ

【ドゥェアと基本ソフトウェアで構成されるワークステーシ

ョン上で相互に連携し,統合ソフトウェアとして機能するOFIS

シリーズのアプリケ【ションプログラム群を利用することを

示している｡

2.3 ト‖TAC Mシリーズとのシステム構成

2050は,T-560/20データストリームをそのまま取I)扱う機

能をもっており,HITAC Mシリーズネットワーク体系内で

利用可能である｡

従来のT-560/20を端末として使用しているHITAC Mシり

‾ズホストコンピュータの環境下で､そのまま2050を追加接

続して使用可能であり,軌二後述の各種機能を利用できる｡

ホストコンピュータとの接続方式は,現在次の2種がサポ

ートされている(図2)｡

(1)シングルステーション構成

(2)クラスタTCE〔(TerminalControIEquipment)一端末制

御装置経由形〕システム構成

臣】ハードウェアの構成

2050ハードウェアの機能仕様を表2に示す｡また概念的な

ハードウェア構成図を図3に示す｡

(1)68010マイクロプロセソサの採用と仮想記憶空間のサポート

新たに開発LたMMU(MemoryManagementUnit:メモ

リ管理機構)と68010によって仮想記憶空間を実現している｡

(2)高解像度ビットマップディスプレイの実現

1,120ドット×780ドットと,720ドット×520ドットの2種

類のフルビットマッ70ディスプレイを採用した｡これにより

トソト単位に画面の任意の位置へ,文字,図形,けい線など

を配置できる｡

更に新たに開発したビットマッププロセッサ(68010とメモ

リを共用するマルチプロセッサとして動作)により,文字のフ

ォント展開,文字,図形イメージの画面上での高速移動が可

※)UNIXは,米国ベル研究所で開発されたオペレーティングシステム

の名称である｡
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注:略語説明 TCE(端末制御装置),+TC(ローカル端末制御装置)

HNA(日立ネットワークアーキテクチャ),2050(日立クリエイティプワークステーション2050)
T-560/20(H汀AC T-560/20)

図2 システム構成図 2050をHlTAC M･+シ･トズのホストコンピュ

ータに接続する場合を示す｡TCE(端末制御装置)経由で接続されるクラスタ構
成と,直接接続されるシングルステーション構成がある｡

能になる｡

(3)大容量メモリ,ハードディスク装置のサポート

メインメモリ2Mバイトを標準装備し,最大4Mバイトま

で増設可能である｡20Mバイト又は40Mバイトのハードディ

スク装置1台を本体内部に標準装備し,最大105Mバイトまで

増設可能である｡

(4)エルゴノミクスに基づくデザイン

"Light&Mellow''を基調としたスタイルで,形状,配色の

ほかに,自由な機器のレイアウトを許し,人間工学面の改善

を図った｡例えば,本体部分の横置き･縦置き,高さを抑え

た省スペース設計である｡
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表2 2050のハードウェア機能仕様一覧 標準とLて接続されるハー

ドウェア機器の機能諸元を示す 磯構とLては,幅広い構成が可能である

(a.)システム装置

項 目 容

プ ロ セ ッ サL 16ビットマイクロ7■ロセッサ(68010)

制御那;≡三芸く霊宝i
2Mハイト(最大4ホバイト)

0･5Mバイト ′丁 ■Mバイト

サ イ ス 3.5】11･5.251rl

三ニッご;.吾哀7頂墨 両面倍密度】Mバイト(フォーマット時)′台

】台

ハ
ー ド 容 里 20Mハイト･40M′ヾイト

テ ィ スク ‡芸 事文 台 数 1台十(外部接希売:l台)

r

l表示文字数

(半角文字:英･数字,十反名)

80字＼24行-l′g20字.画面

(全角文字:漢字･平イ反名)

40字×24行 960字･■画面

半角文字こ8トットニく16トット.

文 字 構 成
全角文字こ】6ドットX16ドット

半角文字:12ドット×24卜∴ソト
表示能力

全角文字:Z4卜∴ソトX24トノト

文 字 打‾‾‾‾‾青雲l

表 示 属 性

仮名:】58種(スペース含む)

+lS第l･第2水糞約8′000種

リバース.′拡大(縦2倍,様2倍.縦横2倍)

絹小(卜′4)けい練7種

l 7ZOトソトX l′】ZOトットX

1ぞ憬厚
カレンダ時計

512ドット 750ドット

リチウム電丁他による/(ックアッフ

1
′

0 ス ロ ッ ト 5スロット

フリリンクインタフェース 車票準装備

(b)ディスプレイ装置

項 目 内 容

f畔 像 度 720ドット＼520ドット lノ120ドットX780トット

画 面 サ イ ズ 121∩,151rl 151∩

ラー(512色中16色表示〉表 示 色 モノクロ(ホワイト).力

スクリーン表示 シリカコートによるノングレア処理

そ の 他 チルト,スウイーベル機構を標準装備

(C) キーボード

項 目 l 内 容

キ ー 配 列 +lS配列(+lS C 6233に準拠)

シ フ ト
｢‾‾

基本モード.シフトモード,キャ7Pスロツクモード

付 加 キ ー PFキー,10キー

リ ピート機能 有

そ の 1也 スピーカ,マウスインタフェース内蔵

(.d)プリンタ

項 目
ド ッ ト ド ッ ト 水平インサータ 熱転写カラー

プリンタ プリンタ プ リ ン タ プ リ ン タ

印 字 方 式 ワイヤドットマトリックス方式

8トットX16卜∴ソト,

12ドットメ24ドット

熱転写方式

印字フォント

印字速度事

英･数字,イ反名 印字有効範囲(A4)

縦･･…l.920トント

積･▲▲‥l.568トット

約l分ノノA4

7実 字
I6ドットメ16ドット.

24ドットY24ドット

英･数字,イ反名 90字/秒 134字.′′秒 120字/秒

漢 字 45字ノ′秒 67字.′/秒 60享.′′秒

記墓享ドット密度

自動給紙機構

160dp弓 8卜∴ソト･/mm

オプション あり(別形名) なL

印 字 用 紙 連糸売用紙,単票 ロール用紙

)主:* 印字間隔13.3字′lrl=2ドット×24ドット)及び6,7字′′l11(24トットX24ドット)

(el付加機構

項 目 内 容

通 信

専用サービス HNA†′200､-9′600bps

加入電話サーヒス HNAl′200---9′600bps

DDX(パケット) HNA Z′400-‾､9′600bps

RS232C 300､9′600bps,2cト1

クラスタ接講読 ターミナルコントローラに手妾続

増 設 メ モ リ †Mバイ トぺ最大2枚

ハードディ スク装置ホ
5.251Flハードディスク

20Mバイト,40Mバイト,65Mバイト

フロッピ】●

ティスク装置

3,5Ln 1Mバイト×最大3台

5.25ト∩ 1Mバイト×最大3台

81∩ 1MバイトX最大2台,6Mバイト×最大2台

注:* 容量はいすれもフォーマット時

各種キーボード

マウス

TCE

図3

するr

各種ディスプレイ 各種フロリンク

システム装置

内蔵ハードディスク

RS232C

外部ハード
ディスク装置

3如1(又は5.251∩)
フロッピーディスク

制御装置
アダプタ

通信
アダプタ

3.51∩

フロッピーディスク装置

5.251∩

フロッピーディスク装置

8in

フロッピーディスク装置

□日

制御部本体

フロッピーディスク

アダプタ

匝二国

匝亘]

匡国

81∩大容量

○

□

フロッピーディスク装置

2050ハードウェア構成 フレキシブルなハ【ドゥェア構成を実現

【】 ソフトウェアの構成

2050ソフトウェア体系は,図4に示すようにオペレーティ

ングシステム(HトUX)と,その上に構築されたアプリケーシ

ョンプログラム群から構成される｡

アプリケーションプログラム群は,統合OA用ワークス

テーシ ョ ンと しての機能を実現するOFIS-EV(Office

AutomationandIntelligenceSupport Software-Excellent

View)シリーズと呼ぶ統合OAソフトウェア群と,C言語とそ

れを中心としたプログラム群,すなわちHトUX基本ユーティ

リティ,HトUX拡張ユーティリティで実現されるUNIX利用

形態,BASIC言語を中心とした利用形態,COBOL言語を中心

とした利用形態から構成される｡

4.1 ワークステーションOSの確立

ワークステーションで実現される文書処理,画面を利用し

たマンマシンインタフェースを,OS(OperatingSystem)の機

能として高度に標準化して取I)組み,ワークステーションOS

として確立した｡

ワークステーションOSの製品構成を図5に示す｡

この製品構成によって,ワークステーション内で動作して

いる各アプリケーションプログラムから見て,1セットのデ

ィスプレイ画面･キーボード･マウス(位置指示装置)を共用

して､マルチメディアディスプレイ(日本語文字,図形,画像

の混在表示可能)付きの仮想汎用ワークステーションを複数個

(最大15個)作り出すための機構を実現している(仮想ワークス

テーション)｡
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統合OAソフトウェア

EV(Excelleロー

View)シリーズ

OFIS/DESK-EV

UNlX利用形態

｢
■‾■‾‾‾‾

lマルチ

書誌ンドゥ

H卜UX

HトリXオプション

Hl-UX通信制御
オプション

●シングルステーション用

●TCE接続用

アプリケーションプログラム

OFIS/DESK【EV
拡張ユーティリティ

OFIS/REPORトEV

OFIS/TEXT-EV

OFIS/SKETCH-EV

OFIS/POL-EV

OFIS/GRF-EV

OFIS/+lNK-EV

COBOL/BASIC
その他利用形態

辞 書

Hト∪×基本ユーティリティ

Hト∪×拡張ユーティリティ

COBOL

BASIC

Hl-EDITOR

560/20DSC-EV
(漢字)

560/20DSC-EV
(漢字,図形)

仮名漢字変換辞書

図4 2050のソフトウェア体系 HlUXは2050のオペレーティングシス

テムの名称である｡統合OA用ソフトウェアパッケージとLて,OFISノノノ′EVシリ

ーズを体系内に含む｡560′/20DSC-EVはT-568/20端末機能を実現する｡_ノUNlX

コマンドはHl-∪×ユーティりティに含まれている｡

本OSを特徴づける他の基本概念として,マルチメディア文

書,事務処理操作環ゴ寛がある｡

(1)マルチメディア文書

汎用大形計算機でデータを扱うとき,その単位はファイル

である｡本システムでは,ファイルであって,Lかも利用者

が直接表示,参照できるものを文書とLて取り扱う｡しかも

この｢電子化された文書+を,基本的な処理単位として文書

処理が行なわれる｡ニの文書は,構造のi央走したファイルで

あり､フロッピーディスク,メモリ,ディスプレイ画面,通

信回線上を自由に移動する｡日本語‾文書モデルは,複数の連

続したシートから構成され,シート中にはメディア特性(文字,

図形,画像)の異なる複数の領域を設定でき,この領域単位に

はり合わせ,重ね合わせを行なえる構造を才采用している｡ワ

ークステーション内の編集作業空間で,シート,韻i或を操作
する方法と,領域内の情報を各アプリケーションプログラム

に共通な方法(文字列操作,けい線操作,図形操作関数など)

でアクセスすることによって,文書データベースとして利用

できる｡更に,こうして作られた文書を画面上に直接表示で

きるところに特徴がある｡
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図5 2050のソフトウェア構造 り【クステーションOSアーキテクチ

ャレベルが.アプリケーションプログラムとの接糸売面であり,オペレーティン

グシステムのインタフェースをも含んでいる｡

(2)事務処理操作環境

汎用大形機の対話処ま里環1菟に代表される独特な計算機操作

環境に不慣れな事務員が､操作できる環境としで事務処理操

作環〕尭を構成している｡

すなわち,一般的なデスクワーク,設計7古垂わ,プログラム

開発i盲動などの人間の知的i言動と思考環j竜を構成するエッセ

ンスを抽出した統合操作環境という抽象的なモデルを基本と

して構築している｡このモデルの各要素を事務員がなじみの

音慕いオフィス内機器と,事務用品,例えばキャビネット,バ

インダなどとアナロジーをとって,より具体的なOA用の事務

処理操作環j尭に展開している｡

この事務処理操作環J毒は,視覚を通しての直観力,認識能

力,習熟力を最大限に生かせるように,アイコン(絵‾丈字)で

｢バインダ+,｢文書+などを表示し,｢バインダ+を｢開く+

ことで｢文書+を取r)出すことができ,｢電子机+を表現する

ウインドウの上に紙面を表示する｡このとき画面に表示され

た情報を操作するための機構として,マウス,カーソルを利

用する｡

以上の概念を実現するために,

(1)OS(HトUX)

(a) カーネル

HトUXの基本部には,マルチユーザー,マルチプロセス

機能など,汎用ワークステーションの実現に不可欠な基本

機能を備えているUNIX System-Ⅴを採用した｡更に互換

性を保持してその範囲で機能拡張をしている｡例えば2050
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では,独自の多重仮想記憶管理をサポートしている｡多重仮

想記憶管∃曙とは､各プロセスに同一一の大きな仮想空間(4M

バイト)を与えて,各プロセスが才虫臼に自分の仮想空間を使

用して動作するように管理する方式で,ページサイス'4kバ

イトのオンテ､マントページング方式とLた｡ほかにシステム

共通サブルーチン,システムプロセスの構造を盛り込み,ミ

ドルソフトウェアなどを効ヰ三的に作攻できる.ようにLた｡

(b)マルチウインドウ制f卸

HトUXカーネノしと共存する彬で,マルチウインドウ制御

を置く｡基本的な機能は,ディ てプレイ!両面上C7)作意の場

所に,任意の大きさのエリアを取り,そこで‾丈斉を表示し

たり,ファイルを見たりできる二.とで,二のエリアをウイ

ンドr17と呼び,同時に搾数個去′六できるとき､マルチウイ

ンドウと呼ぶ(図6)｡2()5()のマ/レナウインI∵､りの概念は,

指数個(15個圭で)の仮想ウインドウ装置(最大8,川)()トノト

×8,000ドlソトのビットマい/プチィスプレイ)で構成され,

日本語文字コーード,図形などを根える｡ウインドウの管手堅

方式は重ね置き方式を才采用Lている｡ウインドウ操作方式

は,ウインドウの枠に付l樋する専用アイコンをマウスで操

作することで行なう｡マルチウインドウの利点は次に述べ

るとおりである｡

(i)複数のデータを同時に参照しながら作業ができる｡

(ii)関連Lた作業を複数個ランさせ,実行過程を監視できる｡

(iii)現在ノ実行中の作業を終J′Lたり､中断することなく,

ナ厄生した仕事,準備作業,飛びj△み作業を行なえる｡

(iv)操作によって,ウインドウを越えてデー一夕く乃コピー(デ

ータ‾交換)が可能であり,この切りばり操作によって自由に

文吉を作成できる｡

(C)仮名i英字変換

オペレーティングシステムレベルで連文節仮名漢字変換

をサポートLており,利用者ごとに独自の個人用辞弄(学習

機能付き)を所有できる｡仮名i英字変換は,日本語ビュ∬ポ

ートを経由する方式と,ウインドウヘ直接入力する方式と

を併用して操作性を高めている｡

(2) ミドルソフトウェア

特権的なモードで動くオペレーティングシステムとは別に,

ワークステーション用データ処理と,操作環境を実現するた

めの機能集合で､システム共通サブルーチンとして構築され

ている｡

大別して,

(1)マルチメディア文書の実現(データ管理)

(2)事務処理操作環境の設定(ジョブ管理)

に分けられる｡表3に個別の機能を示す｡

4.2 アプリケーションソフトウェア

標準として表4に示すプログラムが用意されている｡

OAワークステーションのユーザm層の拡大につれ,従来の

ようにエンドユーザーが自分でプログラムを開発し,それを

業務に利用するケースは減少し､日本語り〉ドプロセ‥ノサ､

作表(表計算)プログラムなどの汎用パ､ソケ【ジソフトウェア

を利用するケースが増加Lている｡しかも統合OA化指向と関

連して,単なる個別のパ･ソケージよりも,統合ソフトウェア

として連携したもの,更にはホストコンピュータと密接にし

て,非従属のデータ結合(マイクロメインフレーム結合)が可

能なソフトウェアの重要性が高まっている｡

表3 ミドルソフトウェアの構成と機能 ミドルソフトウェアは,従

来のオペレーティングシステム(制御プログラム)を下敷きにLて実現されてい

る汎用パッケージ群で,応用プログラムの一貫性実現に大きな役割を果たすL-1

ソフトウェア要素名 主 要 な 機 能

ドルソフトウエア アーキテクチャ

文書チーター＼-ス
マルチメディア文書データを管王里する機

能と,該当文書へのアクセス)去

ファイルディクショナリ

レコード形ファイル管壬璽

ビジュアノレシェル

通信管理

OFISアーキテクチャ

取り扱うデータ･文書ファイルの属性管理

統合手彙作環境で扱う制御情報

レコード形式のデータヘのアクセスン去

一般事務処f里データで利用
オブジェクト指向操作を実現するための

スクリーン画面ベースのジョブ制御

ネットワーク,HNAの論理1篇末を実現す

る模範

OFIS′DESK EV

OF卜S■LINK

ロ垂萱工二重麺

日立太郎

国 田
送信 キヤビ､わト

団那堅2｡5｡噂棚

イげ

密 霞
プリンタ乍こ卓

粛啓]ロ巨直二[重壇

ス ツ

鮨 別 次▼

国)

し

国 匝
レビュー袈料表

国 包
巌完計画書 グーラフ

同園国 包 国語かご
制掛l-納入門着 かライン端末

匝司桓二三亘≡麺コ

辞刷岳 l
_.__+__+室

バインダ

○ ロ ロ
説明文チ稲介文書概略仕様

苦

三石 砕こ

統合OAを実現する回

目立クリエイティブワークステーション

☆マルチジョブ･マルチ匿

ウインドウ檻能により歴

提故買務の同時処理･国

司時宗示ができます 回

＼

☆使い易いソフトウェア

くOFIS-EVシリーズ〉が
あなたの仕事をバック

アップします 国

陰繭

統合操作環境モデルを具体的な事務処理

手裏作環境ヘマッピングする機能

｢電子事務机+を実現

2050とホスト間を文書,表,一舟笠データ

を転送する機能と制御

図6 マルチウインドウ画面の

実例 ビットマップティスフレイ画

面上に,略称｢日立太郎+の電子机が表

示されている∴現在｢紹介文書+,｢スケ

ッチ+の入っている｢バインダ+から文書

を取り出L表示Lている｢ノ
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(1)OFIS-EVシリーズ

OA用に開発した統合ソフトウェアで,OA用に必要な諸機

能を一貫した体系の中で実現するものである｡EVシリーズの

基幹となるOFIS/DESK-EVグ)管理†て､,次の統合化を図って

いる｡

(a)業務処理環境の統合‥…･複数のアプリケーションプロ

グラムを利用して,一つの問題解決に当たるときの課題で

ある操作性の統一を事務処理環境として実現している｡

(b)機能の統合……ある文書を作成中に､別の文書や表を

参照し,あるいはその内答を転写するなどの処理を実現す

るために,必要な単一機能の小形プログラム(コマンド)を

多数準備し,その組合せによる機能の複合化を行なうこと

と､この複合化されたOFISシリーズプログラムを同時に並

行して動作させることによ-),機能を融合し多様化を実現

している｡

(C)ネットワーク統合‥…･2050間,2050とホストコンピュ

ータ間のデータ交換により,システムOAを実現する｡

(2)マルチメディア文書処理(OFIS/REPORT-EV)

マルチメディア文書内の各領城中に描かれる文章,表,グ

ラフは紙面上の配置や表データをグラフ化する､あるいは文

章で説明するなど密接な関係がある｡本プログラムは文書を

領域単位に処理する機能と,文書作成に必要な領域の移動や

重ね合わせなどの領域間編集機能や,他アプリケ【ショシフ0

ログラムの画面の切りばりをする機能がある｡

(a)OFIS/REPORT-EVの領域内処理

各領域内の処矧二ついて,マルチメディアの種頬ごとに,

例えば,日本語文字列,同形,表などに,専朋の編集機能

をもつ｡

(b)OFIS′/REPORT-EVの切I)ばり機能

ウインドウシステムの仮想画面上にある､各アプリケーー

ションが表示している画面データを,任意の大きさの長方

形で切r)取I),OFIS/REPORT-EVが表示している画面へ

はり付けることができる｡この切りばり機能の特徴は,2050

画面上に表示されているデータであるならば,それを表示

させているアプリケーションプログラムの種別に関係なく,

OFISシリーズ以外の流通ソフトウェアが表ホする画面でも

切り取ることができる｡切り取られるデータは,はり付け

後,OFIS/REPORT-EVにより再利用可能である｡この点

がイメージデータで切り取る場合と比較Lて大きな利点で

ある｡ただし,再処理可能なデータを切り取るため,切り

表4 アプリケーションプログラム一覧 EVシリーズは統合ソフト

とLて,各プログラム間で連携Lてマルチメディア文書と作表などを関連づけ

て機能を実現する｡

アプリケーションプログラム 機 能 概 要

EV(ExcellentViev))シリーズ OFIS/DESKの環境下で動作するOA月]

OFIS/DESK一巨∨ 応用パッケージシリーズ

OFIS/DESK-EV 事務処理環境を実現する｡

拡張ユティリテイ 事務机をシミュレートするための小道具(時計カレンダ)

OF】S/REPORT EV マルチメディア文書の処王里
OFIS/TEXT-EV 日本語文書処玉里

OFIS/SKETCH-EV 作画処理

OFIS/POL-EV 作表処≡哩

OFIS/GRF-EV ビジネスグラフ作成処王里

OFIS/LINK-EV マイクロメインフレーム結合(テ【タ転送)

560/20DSC-EV T560･■20タイプIlI端末機能のエミュレ=ション

CノHlUXユーティリティ CコンパイラとUNIXのコマンド群

COBOL COBOLコンパイラと実行時ルーチン

BAS】C BASICインタプリタとコマンド群
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取F)操作で若干の制限とLて,意味のか､データの切り取

り(文字を真ん中で切り取るなど)は巨万止している｡

4.3 ホストソフトウェア

HITAC Mシリーズホストコンピュータ内の各種プログラ

ムは,T‾560/20端末装置と同様に,205()を利J･‡卜ぐきるか,加

えて新たにマイクロメインフレーム結合機能として,ワーク

ステーションでの仕事の延長の形で,史書データ,作表テー

ブルデータをホストコンピュータとの間で相耳交換すること

ができる｡

例えばホストコンビュ【タのデータベースを検索L,その

結果をOFIS/POL-EVやOFIS/(_;RF-EVで集計L,グラフ化

できる｡また,OFIS/REPORT-EVで作成した文責をホスト

コンピュータに保管し,これを他の2050で検索L､特利川し

たり､ホストコンビュ【タで一括Lて大量印刷することがで

きる｡

8 利用形態と操作方法の例

2050を,事務処理操作環境ドで利肝するとき,その操作は

基本的には,次に述べるとおりである(図6参照)｡

(1)OFIS/DESK-EVが起動されると,専用の｢■電珊L+グ)環

境が表ホきれる｡机上には,キャビネット｢眼′売資料+の人

つた引出L,報告書とし､う文吉の存在をホすアイコン(絵文

字ニオブジュクトの図解)があり,それをマウスを悼即し′て指

し示す(｢ピック+する｡)ことで操作する｡

その上 選択Lたアイコンに固有の｢開く+,｢棺写+など

のコマンドメニューの表ホをピ‥ノクする｡

二れによって,指定Lた文書とその処f里コマンドが呼び出

せるようになってし､る｡

この考え方は,アクション指向のオペレーション(｢動詞,

目的語+の順)とは異なり,オブジェクト指向のオペレ【ショ

ン(｢臼的語,動詞+の順)といい､ボタン操作オペレーション

との対応が取りやすい｡

(2)文書処理を行なうときは､該当文書を示すアイコンを指

L示すことで,文書の表示と,その背後にOFIS/REPORT-EV

の呼び出しがある｡

作表計算処理､グラフ処理､マイクロメインフレーム結合

では,それぞれOFIS/POIノーEV､OFIS/GRF-EV､OFIS/

LINK-EVが呼び出される｡

8 結 言

以上,2050の製品概要について,ワークステーションの基

本概念と効用を紹介した｡特に非専門家用ワークステーショ

ンとして,人間の知的活動･オフィス環境に機械が歩み寄る

形で,マンマシンインタフェースを構築した｡

各企業が建設するシステムOA,統合OAへグ)アプローチが

長期にわたって展開されることを想定して,システムのアー

キテクチャと実現技術の両面から,拡張可能作を考膚したシ

ステムになっている｡今綬更により使いやすいシステムとす

るために,統合ソフトウェアOFIS-EVシり-ズの機能強化,

サポート機器の充実,及びネットワーク機能の強化などを媒

閲したいと考えている｡
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